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１ 趣 旨  「あさひかわっ子☆夢応援プロジェクト」は，子どもたちの夢と

チャレンジを応援する事業です。今年度大賞に選ばれた，旭川市

立緑が丘中学校１年の原田樹里さんが，ＤＭＡＴ（災害派遣医療

チーム）の医師になる夢を叶えるためのチャレンジとして，道内

外で防災や災害医療について学び，東日本大震災被災地の当時と

今を見聞します。 

   

２ 内 容  今回は研修２，研修３として，旭川医科大学及び旭川赤十字病院

での研修を行います。旭川医科大学ではドクターカーの見学及び

救急医学講座教授の藤田 智氏との対談，旭川赤十字病院では，

ドクターヘリ及び通信センターの見学，ＥＲ，ＩＣＵ等の見学，

副院長兼救命救急センター長の小林 巌氏との対談を予定してい

ます。 

 

３ 研修日程 ○研修２：令和元年 10月 21 日(月) 午後２時から午後４時まで 

及び場所    旭川医科大学 救急医学講座 

     ○研修３：令和元年 10月 24日(木) 午後２時から午後４時まで 

      旭川赤十字病院 ヘリポート等 

 

４ 研修内容（全体） 別紙１のとおり 

５ 問 合 せ  旭川市子育て支援部子育て支援課青少年係 

        担当 加藤 

ＴＥＬ ０１６６―２５－９８４７ 

添付資料 有 ・ 無   

○別紙１ チャレンジ研修日程及び内容 

○別紙２ 「あさひかわっ子☆夢応援プロジェクト」事業概要 

報道（取材） 
に当たって 
のお願い 

 医療機関での研修となりますので，取材いただける場合には，事前にご連絡を

お願いいたします。 

備  考 
上記研修２・３のほか，研修１・４では，岩手県及び宮城県での研修を行いま

す（詳細は別紙１のとおり）。 

 



【令和元年度 チャレンジ研修日程及び内容】    

 

＜研修１＞ 岩手県陸前高田市，宮城県南三陸町及び多賀城市での研修 

日程：令和元年１０月１３日(日)から令和元年１０月１６日(水)まで 

  ⑴ １日目 移動（岩手県花巻市） 

  ⑵ ２日目 東日本大震災津波伝承館を見学・解説ガイド（岩手県陸前高田市） 

陸前高田語り部ガイドに参加（陸前高田市） 

  ⑶ ３日目 南三陸町まち歩き語り部に参加（宮城県南三陸町） 

        多賀城高校で創立記念行事・ＥＳＤ学習発表会を見学（宮城県多賀城市） 

  ⑷ ４日目 多賀城高校で防災に関わる科目，科学英語の授業に参加（多賀城市） 

 

＜研修２＞ 旭川医科大学での研修 （１０月２１日(月)） 

  ⑴ ドクターカーの見学 

⑵ ＤＭＡＴ医師（救急医学講座教授 藤田 智氏）との対談 

 

＜研修３＞ 旭川赤十字病院での研修 （１０月２４日(木)） 

  ⑴ ドクターヘリ及び通信センターの見学，ＥＲ，ＩＣＵ等の見学 

⑵ ＤＭＡＴ医師（副院長兼救命救急センター長 小林 巌氏）との対談 

 

＜研修４＞ 宮城県石巻市，仙台市での研修 

日程：令和元年１１月８日(金)から令和元年１１月１１日(月)まで 

  ⑴ 石巻赤十字病院での研修（大規模地震災害実動訓練に参加，ＤＭＡＴ医師（救命救急 

センター長 小林 道生氏）との対談）（宮城県石巻市） 

  ⑵ 石巻・大震災まなびの案内（語り部ガイド）に参加（石巻市） 

  ⑶ 仙台防災未来フォーラム見学・参加（宮城県仙台市） 

  ⑷ 震災遺構 仙台市立荒浜小学校見学ガイド（仙台市） 



令和元年度 あさひかわっ子☆夢応援プロジェクト 

 

・旭川市子ども条例では，子どもの主体性を身につけていくためには，子ども自身が夢や希望
を持ち，多様な経験をすることが重要であると考え，市民，団体，企業，行政など市民全体で，
子どもの夢や希望を応援するまちづくりを行うことを目的とする。 

・子ども達から，将来に対する夢を叶えるために「今，チャレンジしてみたいこと」を募集し，発
表・提案内容を審査の上，選考した企画に対し，必要な支援や費用を助成する。 

 

 

○対象者      中学１年生～中学３年生 

○採用数     １件（大賞） 

○支援額上限  １件につき５０万円      

○審査方法 

 一次選考 書類審査（５件選定） 

 ※市関係各課及び担当課で実施 

 二次選考 夢とチャレンジする企画について熱く語る
発表会 （１件選定） 

 ※審査員（行政，有識者，地元経済人，青少年育成団
体，学生団体） 

○研修方法 

 【大賞】 

  受賞者から希望を聞き，研修先と研修内容について
調整し，研修を実施 する。研修実施に係る経費を上限
額の範囲内で支出する。 

 【奨励賞】 

  旭川市内の関係機関，企業及び団体の協力が得ら
れる範囲内で，可能な研修を実施する。   

○研修報告 

  研修終了後，報告会を開催し，研修成果を広く周知
する。 

  ※大賞受賞者のみ  

 

 

 

 

事業概要 

事業内容 

 

 

 

４月上旬  募集開始  

５月上旬  一次選考（書類審査） 

６月上旬  二次選考 
       （プレゼンテーション） 

７月上旬  研修開始 

１月下旬  研修終了 

２月中旬  研修報告会 

３月下旬  研修の冊子を作成， 

         各学校等へ配付 
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